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平成２７年度における中部地方整備局管内の 
ダム事業費等監理委員会 開催結果について 

 

 

ダム建設事業は、調査計画段階から用地補償、生活再建、ダム本体施工を経て管理

段階に至るまで、長い期間と多額の事業費を必要とするプロジェクトであり、事業者

として、これまでにも増して、より一層のコスト縮減、工期遵守に取り組んでいくこ

とが求められています。 
 

このため、平成２０年８月５日に各事業ごとに「ダム事業費等監理委員会」を設置

し、毎年、コスト縮減策やその実施状況、事業の進捗状況、工事工程の進捗状況等に

ついて、ご意見を頂いております 
 

平成２７年度についても、委員会を開催し、次のご意見を頂きました。 

なお、委員会の説明資料については、各事業のホームページでご覧頂けます。 

 

 

＜開催結果＞ 

【新丸山ダム事業費等監理委員会】http://www.cbr.mlit.go.jp/shinmaru/ 

○維持作業等の定常的な内容については、平成 26 年度実績を基に平成 27 年度予算を

計画した方が良いのではないか。 

○環境調査において平成 26 年度は増額変更をしているにもかかわらず、平成 27 年度

では平成 26 年度当初予算より少ない金額で予定しているのは何故か。 

○基本計画変更において、予備放流方式を採用することによりダム高変更を行い、コ

スト縮減をしているが、ダム機能の低下とか、ダム完成後の運用時においてコスト

増になることはないか。 

○コスト縮減の取り組みについては今後とも継続する必要がある。 

 （事務局からの説明） 

・定常的な内容の予算額については、結果として毎年多少の増減があるため、平均的

な額を計上している。 

・平成 26 年度の環境調査の内容は、モニタリング調査のほか環境レポートをまとめ

る検討作業を行ったものである。平成 27 年度以降は環境レポートに従い、モニタ

リング調査を進めていくため、平成 26 年度とは調査内容が異なり減額している。 

・予備放流方式により、ダム機能の低下や、運用でコスト増となることはない。 

 

【設楽ダム事業費等監理委員会】

http://www.cbr.mlit.go.jp/shitara/01menu/18kanshi/kanshi.html 

○地元要望を十分に汲み取って今後の計画調整を進めていただきたい。 

○付替県道瀬戸設楽線の平成 26 年度未実施となった地質調査や設計は、いつ実施す

るのか。 



○埋蔵文化財調査は、ダム事業にて予算計上するものなのか。また事業全体工程にお

いてどのように実施していくものなのか。 

 （事務局からの説明） 

・付替県道瀬戸設楽線は、平成 27 年度に地質調査及び設計を実施している。 

・埋蔵文化財調査は、ダム事業により湛水する遺跡の調査であり、文化財保護法に基

づき、事業者の責任において、事業全体工程に合わせて湛水前までに計画的に実施

している。 

 

【天竜川ダム再編事業費等監理委員会】http://www.cbr.mlit.go.jp/hamamatsu/ 

○モニタリング調査や置土実験について、各年度の実施内容が適正なのかどうかを判

断するため、目標を示してほしい。 

○排砂計画等の検討について、各年度の実施内容の繋がりや進め方がわかるように、

全体像を示してほしい。 

 （事務局からの説明） 

・モニタリング調査や置土実験の実施については、天竜川再編事業環境検討委員会（平

成 18 年度～平成 19 年度）で立案したモニタリング計画に基づき、土砂の流下によ

る河川環境への影響を確認するために実施している。置土の場所、量については地

元関係者と調整しながら行っているところ。恒久堆砂対策施設で排出する量を勘案

し段階的に増加させていく。 

・今後は、検討の全体的な進め方や、各年度の実施内容の繋がりがわかるように示し

ていきたい。 

 

【三峰川総合開発ダム事業費等監理委員会】http://www.cbr.mlit.go.jp/mibuso/ 

○工事監督支援を平成 27 年度から計上しているのは何故か。 

○コスト縮減のためには、工期短縮に係る取り組みが必要である。また、コスト縮減

と全体事業費の関係を説明できるようにすべきではないか。 

 （事務局からの説明） 

  ・工事監督支援は、品質・出来形管理を行う工事監督を支援するものであり、工事が

本格化する平成 27 年度から計上している。 

  ・今後は事業費との関係がわかるように工夫して整理するとともに、引き続きコスト

縮減に努める。 

 

 

＜問合せ先＞   

          国土交通省中部地方整備局新丸山ダム工事事務所 

            副所長    小池 仁 

                      ＴＥＬ ０５７４－４３－２７８０ 

                  国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所 

            副所長    武田 真吾 

                      ＴＥＬ ０５３６－２３－４３３１ 

          国土交通省中部地方整備局浜松河川国道事務所 

            副所長    富田 直樹 

                      ＴＥＬ ０５３－４６６－０１１１ 

          国土交通省中部地方整備局三峰川総合開発工事事務所 

            副所長    荒木 秀文 

            ＴＥＬ ０２６５－９８－２９２１ 
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